
＜NPO法人等の非農家等との連携を実施している事例＞

○集落全体を防護柵で囲みイノシシから守る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 香川県 さぬき市 豊田
さ ぬ き し とよた

協 定 面 積 田（99.6％） 畑（0.4％） 草地 採草放牧地
9.8ha 水稲、野菜 柿、梅

交 付 金 額 個人配分 40 ％
166万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策費（柵代等） 38 ％

60％ 農地等管理費 20 ％（ ）
会議費（会場使用料等） 2 ％

協定参加者 農業者 21人、非農業者 4人

２．取組に至る経緯

、 、 、 、当集落は さぬき市の東南部 本村川上流域の中山間地域に位置し 農家戸数21戸

非農家戸数4戸、農用地面積は9.8haで、水稲及び露地野菜等の栽培を行なっている。

近年、当集落はイノシシによる農作物被害が深刻な問題となっているが、農家個々

で対策を図るには限界があり、また、農業従事者の高齢化の進行により、今後も農家

だけで農地を守っていくには不安感が高まっていた。

そこで、２期対策の３年度目である平成19年度より体制整備単価協定に移行し、非

農家も含め集落ぐるみで農地を守るためのイノシシ害対策や農業機械の共同利用に向

けた組織づくりに取り組むこととなった。

３．取組の内容

イノシシ対策として、非農家も参加して集落内農地を取り囲むように電気柵等を3.

5km設置し、その後の保守・点検も共同で行なっている （集落全体では7.4km設置）。

また、協定参加者のうち４名によりトラクターの共同利用を行なう任意組織「ヒヨ

サト農園」を設立し、農作業の低コスト化を図っている。このほか、非農家と共同で

、 。道路舗装や露地野菜の栽培に取り組むなど 集落内の連携及び活性化を目指している

集落ぐるみで周辺林地を伐採し 集落ぐるみで集落内道路を舗装

イノシシ防護柵を設置



［集落の将来像]
○ 農家、非農家を含めた集落全体で集落内施設等の維持管理を図る。
また、今後、高齢化の進行による耕作放棄地の発生を未然に防ぐために、農作業受託組織を設立し、

集落内農地の保全を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
○ ①適切な水路、農道の維持管理に努める。②集落内での見回り体制を整える。③集落協定者が一体と
なり、共同作業を行うよう努める。④イノシシ防護柵等により農地を守る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田9.8ha 周辺林地の下草刈り 農業機械の共同化（ ）
（約0.1ha、年1回） （トラクターの共同利用を1.5h

個別対応 a（150%)実施 目標1.0ha)

共同取組活動
水路・農道の管理 共同取組活動
・水路0.6km、年2回 清掃
・農道1.2km、年2回 草刈り

多面的機能の持続的発揮に向け
共同取組活動 た非農家との連携

（ 、4名の非農家が協定に参加し
鳥獣害防止対策として防護柵を
設置、農作物栽培への参加等）

共同取組活動
鳥獣害被害防止対策
（防護柵（電気柵）3.5km）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落ぐるみでイノシシ害対策に取り組むことで集落活動に対する意識が高まり、集

落の活性化が図られた。特に、非農家の農作物栽培への参加や農業機械の共同利用組

織の設立など、持続的・効率的な農業生産体制が整えられてきている。

今後は、イノシシ被害と並んで近年増加傾向にある猿害に対する新たな防護柵の設

、 、置や より一層農作業の低コスト化を図るためトラクター以外の共同利用機械の導入

高齢農家の農地管理を請け負う農作業受託組織の設立が望まれる。

［平成21年度までの主な成果］
○ 共同機械の利用（トラクター） （当初0ha、目標1.0ha、H21実績1.4ha）
○ 非農家との連携 （当初0人、目標4人、H21実績4人）
○ 非農家との連携による共同栽培（非農家2人 2箇所）


